
■天候

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計 安 失

0 0 0 0 0 0 0 1 3

1 0 4 0 1 4 10 2 1

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 一 投 3 0 1 0 中飛 左安 三ゴ

2 投 一 2 0 0 0 四球 二飛 三振

3 遊 3 0 0 0 三振 三振 投ゴ

4 三 3 0 0 0 三飛 捕邪 左邪

5 中 3 0 0 0 三振 遊飛 左飛

6 捕 1 0 0 0 死球 三振

7 左 2 0 0 0 投選 三失

8 右 2 0 0 0 三振 三振

8 右 0 0 0 0

9 二 2 0 0 0 三振 三ゴ

9 二 0 0 0 0

21 0 1 0

5

0/3

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 二 2 2 0 0 四球 投ゴ 三振 四球

2 三 3 1 0 0 三ゴ 三振三振 四球

3 遊 1 2 0 0 死球 四球二失 四球

4 中 2 3 1 2 右飛 四球 四球中安

5 捕 1 1 0 0 四球 四球 一邪死球

6 投 1 1 0 0 四球 三失 四球四球

7 一 4 0 1 1 三振 左失 三邪遊安

8 右 2 0 0 0 三振三邪 四球

9 左 3 0 0 0 三振遊飛 中飛

19 10 2 3

6

千葉県立市川工業高校 対 宮崎県立宮崎東高校・通

藤 丸 優 斗

残塁：5 併殺：0

0

5

四球

曇り

市川工業

藤 丸 優 斗

捕手

鴻 野 央 行

宮崎東・通

23 1

三 橋 拓 未

相 模 武

菅 原 優 人

合計

■戦評

近 藤 真 澄 菅 原 優 人

自責

10 2

4

0近 藤 真 澄 8

三振

2

四球

残塁：9 併殺：0

澤 井 大 樹

金 田 皓 平

市 原 拓 也

猿 田 千 弘

宮 下 雷 麻

自責氏名 回数 打者 安打

回数 安打

澤 井 大 樹 6

三振

7

27

2 0

６回コールド

■日時 平成28年8月15日(月)

■球場

出場校名

大田スタジアム

球審：濱野 塁審：粟村 清水 松山■審判

■試合時間 ■備考

東九州・宮崎

千葉

1時間36分

代表地区

第2試合 2回戦

藤 丸 優 斗

市川工業

光 優 輝

宮崎東・通

ポジション 氏名

澤 井 大 樹

２回戦大田スタジアムの第２試合は、１回戦を１０安打９得点の猛攻で打ち勝った千葉県立市川工業高校と３年連続５回目出場の東九州地区代表・
宮崎県立宮崎東高校・通信制の対戦となった。市川工業は初回三つの四球で満塁とすると捕逸により１点を先制する。対する宮崎東は３回先頭の１
番藤丸がチーム初安打で出塁したが後続が打ち取られ無得点に終わる。その裏市川工業は三つの四死球と暴投、敵失により無安打ながら４点を奪
うと、５回にも四球で出塁した走者が暴投により生還し１点を追加する。続く６回市川工業は４番相模の２点適時安打などで４点を加え１０点差とし試
合を決めた。投げては先発近藤がテンポの良い投球で宮崎東打線を１安打に抑えた市川工業が６回コールド１０－０で勝利し、ベスト８に進出した。
一方敗れた宮崎東は１５四死球に七つのバッテリーエラーと守りのリズムを完全に欠き無念の敗戦となった。

川 下 ちひろ

備考

■バッテリー

打者

■投手成績

川 野 友 也

本 間 聖 城

川 下 竜 平

鴻 野 央 行

亀 井 天

造 隼 明 俊

堀 内 裕 太

備考

氏名

■投手成績

近 藤 真 澄

吉 田 穂

合計

投手 捕手

ポジション 氏名

■バッテリー

投手

- 15 -


